
ｆｏｒｋのトレース 

 

mm (メモリ管理)で do_forkを探すと、ファイル forkexit.cに do_forkがあるこ

とがわかります。 

/usr/src/kernel/mm/forkexit.cの先頭のコメントを見てみると、以下のように

書かれています。（英語なので、「説明」であることに気づかない人もいるかも知れませ

んが・・・） 

 

ここで、do_forkを調べてみます。 

 

 

ＭＩＮＩＸでは、最大に起動できるプロセス数に制約があるようです。 

変数 proc_in_useが NR_PROCSと比較されています。 

 

この値がいくつか調べてみると、３２であることがわかります。 



MINIXは、学習用の OSですから、これ以上必要ないということです。 

 

どのくらいメモリを割り付けるか決める、という作業が最初にあります。 

 

 

<< CLICK_SHIFT 

という演算が頻繁に使われていることがわかりますか？<< は、C 言語ばかりではなく

Javaでも共通ですが、左シフト演算です。 

２進数を左に１回シフトすると２倍されます。 

 

CLICK_SHIFT は２箇所定義されていますが、（２箇所ということはありません、スイ

ッチによってどちらかに切り替えられているはずですが、） 

 

この記述を見て、皆さんのコンピュータで、CLICK_SHIFTがいくつに定義されている

か、わかるでしょうか？また、メモリを管理する単位が、何バイトかわかりますか？ 

 

次に、child_abs や parent_abs という変数名ですが、変数名からこれらがどんな

意味を持っているか想像できますか？ 

これらの変数が使われている次の行、sys_copyは、/usr/src/lib/syslibで定義



されています。コメントに、全ての答えが書いてあります。 

 

 

コピーの後で、71行目、procs_in_useという変数がインクリメントされています。 

この変数の意味を調べることも、大切です。（名称から、意味はある程度想像できます

が・・・） 

 

77行目からは、セグメントに関する処理を行っています。 

セグメントに関する格納域は三つあります。それぞれ、T（テキスト）と D（データ）

と S（スタック）ですが、「こうでなければならない」ということが書かれています。

英語のコメントを読んでください。 

 

これら、一連の処理が終わると、fs や kernel に「プロセスの fork が行われた」こ

とを通知します。 

 

 

以上が、メモリ管理についての、トレースのヒントです。 

（あまり、ヒントになっていない？） 

 

レポートは、プログラムの流れに沿って 

『＿＿＿という処理を実行すると、＿＿＿というファイルの＿＿行目で、以下のような 

   ＿＿＿＿（プログラム行の引用）＿＿＿＿＿ 

 記述がある。これは、＿＿＿＿＿＿を＿＿＿＿＿＿＿処理している。 



 つまり「＿＿＿＿（セグメント、物理メモリなどのキーワード）」は、＿＿＿ 

 処理されていることがわかる。 

』 

という形式で書かれていると、内容の理解度が伝わりやすいと思います。 

 

英語のコメントを読むだけで、かなり動作の説明になりますが、レポートは一応英語で

はなく日本語で書いて下さい。 

英語でレポートを書くならば、最初から最後まで一貫して英語で書いてある場合には、

それなりの評価を行います。 

 

 


